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イマージュと抽象 




Image and Abstraction: Leibniz‟s Theory of Sensation and his Thought of Harmony 
Shinji IKEDA 
Abstract 
What kind of rationality did Leibniz esteem on the level of sensation? In this essay, I will 
try to answer this question, from the aspect of his theory of sensation, by focusing on his 
idea of image and abstraction. In fact, Leibniz did not regard the role of sense perception 
merely as an occasion of having knowledges, for he says: “it‟s by an admirable economy 
of the nature that we cannot have abstract thoughts which do not require any sensible 
things”. It means we should see behind his theory of sensation an insight into the harmony 

































































形すなわち完全な円を想像しうる(A VI-3, 498 / LC, 89)。すなわち、「想像力の過度な使用

















































的に残る(NE I, 1, 11/ A VI-6, 81 ; cf. NE IV, 6, 7)。対して、2）認識が知的観念に起源を持つ
場合、感覚はそれを呼び起こす機会としてあるにすぎず、判明さに至る(ibid., A VI-6, 81 ; cf. 





























































観念というより「感覚的幻影 fantômes sensitifs」と呼ぶべきと考える(NE IV, 6, 7 / A VI-6, 404)。 
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れた図形とは区別される、ある〈シンボル的イマージュ image symbolique〉である。 
ライプニッツは Imago Dei としての人間精神、真理の基礎としての神の内なる観念の秩
序という考えを、アウグスティヌスやマルブランシュから継承する。そこでは、人間精神




















































下がることはない (ibid.)。観念とは「われわれの精神の変状ないし変様であるaffectiones sive 




























ちは感覚器官も持つ」からである(NE I, 1, 57 / A VI-6 72)。以下ではあえて主知主義的に解
されてきた『人間知性新論』に、ライプニッツの感覚論を素描しよう。 
必然的真理の源が知性の内にあるのに対し、事実の真理は感覚経験およびわれわれの内
にある混雑した表象から引き出される(NE I, 1, 1 / A VI-6, 75)。そうした感覚的真理の規準は、
現象の結合に関する整合性に求められる(NE IV, 11, 14 / A VI-6, 447)。ライプニッツは一方で、
「心のすべての思惟と活動は、感覚によって与えられ得るのではなく、［…］心自身の奥
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ース）は表象のはたらき（パンタシアー）による（感覚的）表象像なしには決して思惟し





























間の予定調和は決して生じないでしょう」(NE I, 1, 5 / A VI-6, 77)。つまり、魂は決して感覚
の補助を奪われない。というのも魂は常に自らの身体を表出しており、その身体は周囲の




明すること」はできない(NE I, 1, 5 / A VI-6, 80)。ライプニッツにとって、「必然的真理の源
泉である知的観念は感覚には決して由来しない」(A VI-6, 81)。「いかなる感覚も真理の表象
である」とはいえ、それはたいてい混雑である(NE I, 2, 9 / A VI-6, 94)。こうしてライプニッ
ツは、数学などのアプリオリな概念の知得を説明するため「生得観念説」を主張する。 














見出したのと同じ結びつきをもう一度自然に期待するようにしかしない」(NE II, 11, 11 / A 









るに際して見出されるあのいかなる困難も、生得的認識に対しては何もなさない」(NE I, 3, 







問題は、抽象と具体の間の「自然の秩序 l‟ordre de la nature」についてのライプニッツの
考えである(cf. NE I, 1, 20 / A VI-6 83f)。ここではごく概略的に扱いうるのみである。一般に
われわれの〈表象の秩序〉（すなわち〈認識の順序〉あるいは〈発見の秩序〉）では、特殊
が抽象に先立つ。「具体的なものについての認識は抽象的なものについての認識より常に先
























































り、尐なくともそれらがそこに存在するのを判明に知ることである」(NE, Préf. / A VI-6, 57)。 
想像力と知性は、それら自体によっては、ある主観的な一性をしか形成しない。つまり
感覚的質と同じように、図形もまた仮象的な一性でしかない(Belaval, 2005, p. 278）。そして、
連続体一般は不確定な無際限分割を含むゆえに、知性における完全な図形の存在もライプ


































































































れわれに気付かせるために快楽の内に介入させられるものである(ibid., p. 152 et note no 48)。 
ライプニッツは、弦を半分に切断することで感覚に現われた音程が、およそ短6度と長6
度に一致したというゴールドバッハの友人が実際に発見した例に即し、そのことは、
AB : BCとBC : CAとの中間について、無理数を有理数で近似できるのと同様であるとする。 
 
AB           BC,         CA 
8,             5,          3 
                              
短 6 度   長 6 度 
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(7) 無限小の概念および連続性の概念については、拙稿、池田(2006a, 2006b)を参照。 
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(10) Conversation du Marquis de Pianese et du Père Eméry Eremite ou dialogue de l’application qu’on doit avoir à 
son salut [1679-1681(?)], A VI-4, 2273. 
(11) Definitiones : Ens, Possibile, Existens [1687 夏-1696 末(?)], A VI-4, 867-9 / R, 108-111. 
(12) Leibniz An die Churfüsten Sophie [1706.2.6. Hanover], GP VII, 567 et 570. 
(13) ライプニッツの音楽論についての希尐な研究として、Bailhache(1992)を参照せよ。 
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